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欧州における負債・持分の区分の動向
On the Direction of Division between Liabilities
































































２) 後述するように、損失参加(loss participation)について、正確には損失吸収(loss absorption)と解すべきである。これによっ
て、事業体が損失を被る場合、リスク資本はマイナスの成果により減少することで、それを負担しなければならないことがより鮮
明となる（PAAinE, Discussion Paper, Distinguishing between Liabilities and Equity,パラグラフ 3.16）。
３) PAAinE,前掲資料注２,パラグラフ 1.14-1.16。
【図表１】資本金融商品の特徴とその分類





































































８) PAAinE,前掲資料注２,パラグラフ 2.18-2.20, 4.16。さらに、市場構造がなければ、株式会社以外の法形態の事業体における投資
者は、その投資意思決定を覆すことを認める、法律による償還権を有する場合がある。その場合、当該事業体は現在の義務アプ
ローチによりあらゆる持分を表示できなくなる可能性がある（PAAinE,前掲資料注２,パラグラフ A.3）。




































































16) PAAinE, 前掲資料注２, パラグラフ 3.1-3.4。投資者は企業に対するリスクを伴う資本の提供者であることから、投資者のニー
ズを満たす財務諸表を提供することによって、その他の利用者の大部分のニーズも満足させることになる(IASB Fromework、前
掲資料注14、パラグラフ 10)。


















































































































































26) PAAinE, 前掲資料注２, パラグラフ 3.24-3.26。ただし、事業体の視点を採用する意思決定は、その視点が所有主の視点よりも
常に意思決定に有用な情報を提供すると解釈すべきではないとしている。
【図表２】金融商品における損失吸収の範囲の相違




金融商品 A ギャップ 金融商品 B
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累積的損失 

















































28) PAAinE, 前掲資料注２, パラグラフ 3.30-3.31。これに関しては、資本の他の源泉を考慮に入れるために、表示目的から負債の
下位分類が考えられる。
【図表３】事業体および所有主の視点を IAS 第32号における特定の金融商品の分類




























































または真実かつ公正な外観(true and fair view)を導くこ












29) Kampmann, Helga and Schmidt, Martin, Distinguishing between Equity and Liabilities-A View on FASB’s and IASB’s Approaches and
an Introduction of the Loss Absorption Approach (August 19, 2008). Available at SSRN: http://ssm.com/abstract=1238071、２ページ。
なお、カムプマンおよびシュミットは FASBの予備的見解における基本所有アプローチ(basic ownership approach)だけでなく、
所有決済アプローチ(ownership-settlement approach)および再評価期待成果アプローチ（REO アプローチ）についても検討し
ているが、ここでは割愛する。
30) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 4-5ページ。
【図表４】階層アプローチによる負債・持分の区分





















































































32) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 5-6ページ。
33) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 6-7ページ。




































































(kampman and Schmidt,前掲論文注29, 13ページ)。
36) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 13-14ページ。
37) 例えば真性でない(not genuine)ことのない条件付決済規定のみを例外とする、現金その他の資産で当該事業体に当該金融商品を
売り戻す権利がこれに該当する(Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 19ページ）。
38) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 19-21ページ。
39) IASB, Amendments to IAS32 Financial Instruments: Presentation and IAS1 Presentation of Financial Statements, Puttable Financial
Instruments and Obligation Arising on Liquidation, 2008.パラグラフ BC13。












































































41) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 21ページ。
42) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 21-23ページ。






































ケース１において、金融商品 B および C はともに損
失吸収条項を含まないと仮定する。この場合、150の損
失が発生すると、このうち100の損失は金融商品 A が吸































連で述べている。FASB および IASB の概念フレームワ
ークは、所有主の視点と事業体の視点のいずれが、財務
44) Kampmann and Schmidt,前掲論文注29, 24-26ページ。また、損失吸収金融商品が売り付けられた場合、債権者に対して与えら
れるバッファー機能が消滅する先渡契約を売渡すことができる。これは、損失吸収金融商品の期間または満期に対する重要性を
加える。PAAinEのディスカッション・ペーパーはこの視点を集中的に議論し、あらゆる請求権の期間/満期は、財務諸表におい








































































































































46) ハイブリッドな金融商品の種類には以下のようなものがある(Kampmann, Helga, Die Kapitalstruktur der Unternehmung in der
handelsrechtlichen Rechnungslegung: Ökonomische Theorie des Bilanzrechts und Prinzipien der Bilanzierung einfacher und hybrider


















































































47) Kampmann Helga, Zur aktuellen Diskussion um die Abgrenzung von Eigenkapital und Fremdkapital in der internationalen Rechnungslegung:
Abkehr von der dichotomen Kapitalgliederung als Lösungsqansatz? KoR 4, 2007年, 185ページ。
48) Kampmann,前掲論文注47, 186ページ。
49) Kampmann,前掲論文注47, 188ページ。なお、自己資本に対する特定の要求については、以下を参照。S. Thiele, Das Eigenkapital










































出典：Kampmann, Helga, Zur aktuellen Diskussion um die Abgrenzung von Eigenkapital und Fremdkapital in der

































































出典：Kampmann, Helga, Zur aktuellen Diskussion um die Abgrenzung von Eigenkapital und Fremd-
kapital in der internationalen Rechnungslegung: Abkehr von der dichotomen Kapitalgliederung






















































出典：Kampmann, Helga, Zur aktuellen Diskussion um die Abgrenzung von
Eigenkapital und Fremdkapital in der internationalen Rechnungslegung:
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の変容 ─ IASB と FASB の共同プロジェクト「持
分の性質を有する金融商品」を中心に─」『産業経
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